
(様式４) 

令和４年３月１１日 

 

  令和３年度 第３回 大阪市立 川辺小学校 学校協議会 実施報告書 

校名  川辺小学校 

                            校長名  兵庫 唯史    

日 時 令和４年２月２５日（金）～３月７日（月） 

場 所 川辺小学校（文書連絡にて） 

出 

席 

者 

委員 

など 
委員７名 

校園 兵庫 唯史（校長） 井上 昌子(教頭) 

区役所 なし 

議題 
（１） 令和３年度「運営に関する計画」の最終評価について 

（２） 令和３年度「全国学力・学習状況調査」の結果について 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 
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(2) 

 

〇「運営に関する計画」の最終評

価に対して、評価は妥当だと理

解を得た。 

 

〇令和３年度「全国体力・運動能

力調査」結果について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和３年度のまとめ 

・本年度についての学校の自己評価結果は、

おおむね妥当である。３学期に行われた「学校

生活アンケート」では、子どもたちの学校・家

庭生活の様子をほりだし、児童の実態の様子が

よくわかる。 

・全体での授業研究やメンター研修などを通し

て成果を挙げている。授業研究については、「交

流」と「振り返り」を重点課題として取り組み

を進められたい。 

・基礎的な生活習慣（特に早寝早起き）の確立

をさらに進めたい。 

・「あいさつ」「きまりやルール」について、教

職員全体の共通理解を図り指導効果を挙げてい

る。 

・「地震・火事」の対応や「自己肯定」に対する

児童の意識が堅実なものとなっている。 

・「地域活動への参加」についても児童の意識が

高い。 

・低学年の読書の冊数・ページ数到達の割合が

80％近くあるにも関わらず、学年が上がるにつ

れ、割合が下がっているのは残念である。週１

回の図書の時間のあり方に課題があるのではな

いかと感じる。 

・コロナ禍で地域行事や生涯学習ルームとの連

携事業ができず、家庭・学校以外の人との関り

が希薄になっているのも、心を痛める状況であ

る。 

 

・コロナ禍の極めて厳しい状況下で教職員一同

の協働による成果がよく現れている。 



 

 

協議 

資料 

○令和３年度「運営に関する計画」の最終評価 

○令和３年度「全国学力・学習状況調査」結果 

○令和３年度「学校生活アンケート」 保護者・児童アンケート結果１月分 

備考 傍聴者[  0  ]名     


